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研究成果の概要（和文）：本研究では、運動・スポーツ指導の質に関する要因を分析・検証し、地域のアクティ
ブ・エイジングを促進するための人材育成モデルを構築することを目的とした。インタビューと質問紙による調
査と地域におけるアクティブ・エイジング事業を行い、運動・スポーツをささえる人材を育成してモデルを構
築、成果発表を行った。COVID-19感染拡大による事業の影響を受けたものの、学校やメディアを含めた学外との
連携により地域への波及効果が高い研究成果を挙げることができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to analyze factors related to the quality of 
exercise and sports instruction, and to build a human resources development model to promote active 
aging. We conducted interviews, questionnaire surveys, and active aging projects in the local 
community to develop human resources who can support exercise and sports. Although affected by the 
project due to the spread of COVID-19 infection, we were able to produce research results with a 
high ripple effect on the local community through collaboration with schools and the medias.

研究分野： スポーツ社会学、身体教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
地域住民や自治体、特別支援学校等と密接に連携してアクティブ・エイジングを促進する運動・スポーツの人材
育成を行ったことで、学内外の連携協働体制を構築する意義が示唆された。メディアを含めて波及効果の高い事
業も進めることができ、社会実装を射程に入れ、極めて高い研究成果が示されたと考えられる。今後は、共生社
会実現に向けて、地域の健常者だけでなく、障害児者や高齢者、在日外国人を包含する地域・国際社会に向けた
研究の発展が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
少子高齢化と人口減少が進むわが国において、地方を中心とする運動・スポーツ環境は極めて

厳しい状況にある。地域社会を「ささえる」運動指導者やボランティアスタッフは高齢化が進み、
若年の運動・スポーツ人材が不在の中山間地域も四国には多数存在する。本申請者の研究室では、
地域住民のプログラムニーズに基づくアクションリサーチを行い、国内外の大学における運動・
スポーツ事業の知見を活用して、フィットネス理論と実践に基づく地域連携事業を実施してき
た。一連の実証的研究から、今後は、質の高い運動・スポーツ指導者の育成と共に、行政や各関
連機関と連携協働して、地域へプログラムを戦略的に推進する人材育成が期待される。 
 
２．研究の目的 
研究では、運動・スポーツ指導の質に関する要因を分析・検証し、地域のアクティブ・エイジ

ングを促進するための人材育成モデルを構築することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
・第１段階【2019 年度】インタビュー調査・質問紙作成 
1)行政担当者とスポーツ団体・指導者(コーディネーターやボランティアスタッフ含む)を対

象としたインタビュー調査を実施した。地域特性や住民への健康サービス、ニーズ等を収集・分
析し、施策への反映方法や内容、方向性等のチャネルについて検討した。 
2)地域に居住する運動実施者・初心者の中高齢者(40－70 歳代)を対象としたインタビュー調

査を実施した。本調査結果を踏まえ、先行研究(Mayers et al, 2006; 内閣府, 2013; 公益財団
法人日本体育協会, 2016)を基に調査項目を構成した。パイロット調査を踏まえて質問紙を作成
した。 
・第２段階【2020 年度】質問紙調査・分析  
1)地域に居住する運動実施者・初心者の中高齢者(40－70 歳代) を対象に、自己記入式の質問

紙調査を実施する予定であったが、COVID-19 感染拡大による影響で次年度へ延期となった。調
査項目は、コンピテンシー(Mayers et al., 2006)、体力・スポーツに関する世論調査(内閣府, 
2013)、コーチ育成に関する知識と技能(公益財団法人日本体育協会, 2016)を基に、「コミュニケ
ーション」「ホスピタリティ」「動機づけ」「知識スキル」「技能スキル」から構成した。 
2)質問紙とインタビューによる量的・質的検証を行うミックス法(Creswel, 2003)を用いて指

導の質を明らかにした上で仮説モデルを構築する予定であったが、COVID-19 感染拡大による影
響により次年度へ延期となった。 
・第３段階【2021 年度】モデル検証・修正モデル構築 (2021 年度) 
1)地域のアクティブ・エイジング事業を大学・行政・運動・スポーツ指導者(団体)が連携して

実施した。関係者間でトライアンギュレーション(Denzin, 1989)を行い、仮説モデルを質的に検
証して修正モデルを明らかにした。 
2)一連の成果を発表し、研究論文を執筆した。国内外の情報も踏まえながらアクティブ・エイ

ジングや地域のスポーツ振興に係る普及活動を実施、学生の教育研究に反映した。 
 
４．研究成果 
地域のスポーツ施設２ヵ所の利用者を対象とした質問紙調査を行った結果、運動・スポーツ指

導における質は、指導者の知識・技術面以外にも人間性に対する期待が大きく、「健康づくり」
や「楽しみ」、「他者との交流」といった先行研究で示唆されている変数の影響が強くみられた。
重要度・満足度共に高い値が示され、指導者に対する期待の高さが示唆されており、「運動・ス
ポーツ指導の質に関する調査研究」として報告書を作成した。 
 
 

 
 
 
 
 

運動・スポーツ指導者の知識・指導技術 運動・スポーツ指導者の接客・人間性 



また、特別支援学校や小学校と連携し、学校教員と社会体育指導者によるトライアンギュレー
ションを実施した。教育委員会及びメディア等学外の組織団体と連携したプログラム展開も行
うなど、地域社会への波及効果が高い研究成果を挙げることができた。 

 

 
 
 
地域におけるスポーツイベントの調査やフィールドワークを整理・分析し、研究論文として発

表するなど学術的貢献にも尽力した。また、大学学部生がオンラインによるフィットネスプログ
ラムを作成・指導するなど社会実装を射程に入れた人材育成を行う等、ICT を利用した人材育成
のための実践的なモデルを構築することができた。一連の事業は、学会発表や研究論文、著書、
メディア出演等を通じて地域社会に公開し、実践的なスポーツ指導に関する人材育成を進める
ことができたと考えられる。今後は、障害児者や高齢者、在日外国人を包含する、共生社会の実
現に向けたモデル構築の応用可能性が期待される。 
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